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衆
議
院
議
員
平
岡
秀
夫
君
提
出
米
軍
再
編
に
伴
う
岩
国
基
地
騒
音
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
空
母
着
艦
資
格
取
得
訓
練
（
Ｃ
Ｑ
）
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
必
ず
し
も
そ
の
詳
細
を
承
知
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
米
側
に
よ
れ
ば
、
Ｃ
Ｑ
と
は
、
空
母
着
艦
に
必
要
な
資
格
で
あ
り
、
米
空
母
艦
載
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、

最
後
に
空
母
に
着
艦
し
て
か
ら
一
定
期
間
を
過
ぎ
る
と
空
母
着
艦
に
必
要
な
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
か
ら
、
再
度
空
母
へ
の

着
艦
に
必
要
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
、
所
要
の
訓
練
等
が
実
施
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

�
の
（
�
）
か
ら
（
�
）
ま
で
及
び
�
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
各
「
用
語
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
必
ず
し
も
そ
の
詳
細
を
承
知
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
米
空
母

艦
載
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、
練
度
の
維
持
と
即
応
性
の
確
保
の
た
め
、
飛
行
場
の
周
辺
を
旋
回
す
る
な
ど
し
て
、
車
輪
を
滑

走
路
に
接
地
し
た
後
、
再
び
上
昇
す
る
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
を
行
う
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
当
該
訓
練
の
う
ち
、
光

学
着
陸
誘
導
装
置
を
使
用
し
、
着
艦
信
号
士
官
が
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
ご
と
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
監
督
し
、
評
価
す
る
訓

練
が
米
空
母
艦
載
機
着
陸
訓
練
（
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
）
で
あ
り
、
米
空
母
艦
載
機
夜
間
着
陸
訓
練
（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
）
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
の
う

ち
日
没
後
か
ら
所
要
の
訓
練
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
の
も
の
を
指
す
と
承
知
し
て
い
る
。

一



�
の
（
�
）
及
び
�
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
Ｎ
Ｌ
Ｐ
施
設
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
を
含
む
Ｆ
Ｃ

Ｌ
Ｐ
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
光
学
着
陸
誘
導
装
置
が
配
置
さ
れ
た
二
千
メ
ー
ト
ル
級
の
滑
走
路
等
が
必
要
で
あ
る
と
承
知

し
て
い
る
。

�
の
（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

チ
ャ
ー
リ
ー
区
域
及
び
リ
マ
区
域
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
の
領
域
の
近
傍
に
お
い
て
、
船
舶
、
航
空
機
等
の
航
行
の
安
全

を
図
る
等
の
た
め
に
米
国
が
使
用
す
る
水
域
及
び
空
域
と
し
て
指
定
す
る
区
域
で
あ
り
、
平
成
十
四
年
防
衛
施
設
庁
告
示
第

五
号
に
よ
り
告
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

防
衛
省
が
岩
国
飛
行
場
周
辺
の
住
民
へ
の
説
明
会
で
使
用
し
て
い
る
資
料
で
あ
る
「
岩
国
飛
行
場
に
係
る
航
空
機
騒
音
予

測
コ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
」
（
以
下
「
住
民
説
明
会
資
料
」
と
い
う
。
）
の
第
一
種
区
域
と
は
、
岩
国
飛
行
場
に
つ
い
て
、
昭

和
五
十
三
年
か
ら
平
成
四
年
ま
で
の
間
に
当
時
の
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年

法
律
第
百
一
号
。
以
下
「
環
境
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
防
衛
施
設
庁
長
官
が
指
定
し
た
区
域
で
あ

二



る
。
お
尋
ね
の
第
二
種
区
域
及
び
第
三
種
区
域
は
、
住
民
説
明
会
資
料
に
は
記
載
し
て
お
ら
ず
、
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か

明
ら
か
で
な
く
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

岩
国
飛
行
場
の
滑
走
路
を
沖
合
へ
千
メ
ー
ト
ル
程
度
移
設
す
る
事
業
（
以
下
「
岩
国
沖
合
移
設
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、

同
飛
行
場
の
運
用
上
、
安
全
上
及
び
騒
音
上
の
問
題
を
解
決
し
、
米
軍
の
駐
留
を
円
滑
に
す
る
と
と
も
に
、
同
飛
行
場
の
安

定
的
使
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
計
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

住
民
説
明
会
資
料
に
お
け
る
御
指
摘
の
資
料
に
い
う
「
環
境
ア
セ
ス
調
査
」
は
、
岩
国
沖
合
移
設
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、

山
口
県
環
境
影
響
評
価
等
指
導
要
綱
等
に
基
づ
き
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
米
軍
再
編
に
伴
う
空
母
艦
載
機
の
厚
木
飛
行

場
か
ら
岩
国
飛
行
場
へ
の
移
駐
等
に
関
し
て
は
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
等
に
基
づ
く
環
境
影

響
評
価
を
要
す
る
事
業
に
該
当
し
な
い
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
新
た
に
同
法
等
に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価
等
を
実
施
し
て

い
な
い
。

住
民
説
明
会
資
料
に
お
け
る
御
指
摘
の
資
料
は
、
防
衛
省
が
米
軍
再
編
に
伴
う
空
母
艦
載
機
の
厚
木
飛
行
場
か
ら
岩
国
飛

三



行
場
へ
の
移
駐
等
に
よ
る
岩
国
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
騒
音
の
影
響
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
現
状
と
移
駐

後
の
騒
音
の
変
化
を
予
測
し
て
作
成
し
、
住
民
説
明
会
等
に
お
い
て
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

岩
国
沖
合
移
設
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
山
口
県
環
境
影
響
評
価
等
指
導
要
綱
等
に
基
づ
き
実
施
し
た
「
環
境
ア
セ
ス
調

査
」
に
つ
い
て
は
、
岩
国
沖
合
移
設
事
業
の
実
施
に
際
し
、
公
害
の
防
止
及
び
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
適
切
な
配
慮
を

す
る
と
の
観
点
か
ら
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
「
環
境
ア
セ
ス
調
査
」
の
結
果
が
御
指
摘
の
よ
う
な
「
守
る
べ
き
最
低
条
件
」

と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

政
府
と
し
て
は
、
実
際
に
空
母
艦
載
機
等
が
移
駐
し
た
後
も
十
分
調
査
を
行
い
、
騒
音
対
策
等
に
つ
い
て
適
切
に
対
応
す

る
考
え
で
あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
措
置
を
行
う
か
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
等
と
相
談
し
つ
つ
、
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り

た
い
。

�
の
（
�
）
及
び
�
の
（
��
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
ｄ
ｂ
（
Ａ
）
、
Ｎ
一
、
Ｎ
二
、
Ｎ
三
、
Ｎ
四
は
、
航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
（
昭
和
四
十
八
年

環
境
庁
告
示
第
百
五
十
四
号
。
以
下
「
告
示
」
と
い
う
。
）
で
の
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
の
算
出
式
に
お
け
る
も
の
を
指
す
と
考
え

ら
れ
る
が
、
防
衛
省
に
お
い
て
は
、
自
衛
隊
等
が
使
用
す
る
飛
行
場
に
つ
い
て
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
を
算
出
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

四



民
間
の
飛
行
場
と
は
異
な
り
、
日
ご
と
の
飛
行
回
数
、
飛
行
態
様
が
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、
防
衛
省
に
お
い
て

告
示
を
基
に
定
め
て
い
る
「
第
一
種
区
域
等
の
指
定
に
関
す
る
細
部
要
領
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
付
け
施

本
第
千
五
百
八
十
九
号
（
Ｃ
Ｆ
Ｓ
）
）
に
基
づ
き
、
飛
行
回
数
に
つ
い
て
は
、
一
年
間
の
日
別
の
騒
音
発
生
回
数
に
時
間
帯

に
よ
る
い
わ
ゆ
る
重
み
付
け
を
行
っ
た
上
で
の
一
年
間
の
日
別
の
飛
行
回
数
の
う
ち
、
多
い
順
に
数
え
て
三
十
六
番
目
の
日

の
飛
行
回
数
を
一
日
の
標
準
飛
行
回
数
と
す
る
等
の
方
法
で
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
コ
ン
タ
ー
を
作
成
し
て
い
る
の
で
、
お
尋
ね
の

各
値
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、
国
会
に
お
い
て
、
岩
国
沖
合
移
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
岩
国
飛
行
場
北
側
の
進
入
表
面
下
に
石
油
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
等
の
工
場
群
が
あ
り
、
運
用
上
及
び
安
全
の
確
保
上
大
き
な
制
約
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
市
街
地
が
近
接
し
、
騒
音
問

題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
地
元
か
ら
同
飛
行
場
を
沖
合
へ
移
設
す
る
よ
う
に
と
の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、
米
軍
の
駐
留
を
円
滑
に
す
る
と
と
も
に
、
同
飛
行
場
の
安
定
的
使
用
を
図
る
た
め
、
同
飛
行
場

の
東
側
の
海
面
を
埋
め
立
て
、
滑
走
路
を
千
メ
ー
ト
ル
程
度
沖
合
に
移
設
す
る
事
業
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
等
を
説
明
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五



�
の
（
�
）
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、
国
会
に
お
い
て
、
今
般
の
米
軍
再
編
に
つ
い
て
は
、
抑
止
力
の
維
持
と
地
元
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
と
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
人
口
密
集
地
に
あ
る
厚
木
飛
行
場
か
ら
、
滑
走
路
を
沖
合
に
移
設
す
る
こ
と
に
よ
り
安
全
性
や
騒
音

の
問
題
が
軽
減
さ
れ
る
岩
国
飛
行
場
に
空
母
艦
載
機
を
移
駐
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
岩
国
飛
行
場
へ
の
移
駐
に
伴
う
騒
音

の
影
響
は
、
一
部
を
除
き
ほ
と
ん
ど
の
区
域
に
お
い
て
減
少
す
る
こ
と
等
を
説
明
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
か
ら
（
�
）
ま
で
及
び
（
�
）
並
び
に
�
の
（
�
）
に
つ
い
て

恒
常
的
な
空
母
艦
載
機
着
陸
訓
練
施
設
（
以
下
「
恒
常
的
施
設
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
五
月
一
日
の

日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
の
際
に
発
表
さ
れ
た
「
再
編
実
施
の
た
め
の
日
米
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
（
以
下
「
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
二
〇
〇
九
年
七
月
又
は
そ
の
後
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
選
定
す
る
こ
と
を
目
標
と
す

る
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
現
在
、
日
米
間
で
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
御
指
摘
の
安
倍
前
内
閣
総
理
大
臣

の
発
言
は
、
岩
国
飛
行
場
を
恒
常
的
施
設
の
整
備
場
所
と
す
る
考
え
は
な
い
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

他
方
、
米
側
は
、
恒
常
的
施
設
が
提
供
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
硫
黄
島
を
現
実
的
に
可
能
な
限
り
使
用
す
る
と
し
て
い
る
が
、

岩
国
飛
行
場
は
、
現
在
で
も
Ｎ
Ｌ
Ｐ
の
予
備
飛
行
場
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
お
り
、
硫
黄
島
に
お
い
て
天
候
不
良

六



等
に
よ
り
十
分
な
訓
練
が
実
施
で
き
な
い
場
合
に
は
、
岩
国
飛
行
場
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
空
母
艦
載
機
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
低
騒
音
機
（
Ｅ
二
Ｃ
及
び
Ｃ
二
）
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
厚
木
飛
行
場
で
Ｎ

Ｌ
Ｐ
を
実
施
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
空
母
艦
載
機
が
岩
国
飛
行
場
に
移
駐
し
た
場
合
に
は
、
低
騒
音
機
の

Ｎ
Ｌ
Ｐ
が
岩
国
飛
行
場
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

硫
黄
島
に
お
い
て
天
候
等
の
事
情
に
よ
り
米
空
母
艦
載
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
所
要
の
訓
練
を
実
施
で
き
な
い
場
合
に
備
え

て
、
岩
国
飛
行
場
は
予
備
飛
行
場
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
岩
国
飛
行
場
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
通
常
、
十
八

時
か
ら
二
十
二
時
ま
で
の
間
に
訓
練
の
一
部
又
は
全
部
を
実
施
す
る
旨
、
ま
た
、
予
知
し
得
な
い
状
況
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

こ
の
時
間
を
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
、
所
要
の
訓
練
を
完
了
す
る
た
め
に
、
二
十
二
時
以
降
の
飛
行
を
必
要

と
す
る
可
能
性
が
あ
る
旨
、
在
日
米
軍
か
ら
の
連
絡
を
受
け
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

岩
国
沖
合
移
設
事
業
に
お
い
て
計
画
し
て
い
る
滑
走
路
は
、
現
在
の
滑
走
路
を
沖
合
に
千
メ
ー
ト
ル
程
度
移
設
す
る
も
の
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で
あ
り
、
告
示
第
二
の
一
の
表
に
い
う
「
新
設
飛
行
場
」
に
該
当
し
な
い
。

告
示
に
お
い
て
は
、
自
衛
隊
等
が
使
用
す
る
飛
行
場
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
は
、
平
均
的
な
離
着
陸
回
数
及
び
機
種
並
び

に
人
家
の
密
集
度
を
勘
案
し
、
当
該
飛
行
場
と
類
似
の
条
件
に
あ
る
飛
行
場
の
区
分
に
準
じ
て
環
境
基
準
が
達
成
さ
れ
、
又

は
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
旨
、
ま
た
、
測
定
は
、
屋
外
で
行
う
も
の
と
す
る
が
、
告
示
で
定
め
ら
れ
た
達

成
期
間
で
環
境
基
準
を
達
成
す
る
こ
と
が
困
難
と
考
え
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
当
該
地
域
に
引
き
続
き
居
住
を
希
望
す

る
者
に
対
し
家
屋
の
防
音
工
事
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
環
境
基
準
が
達
成
さ
れ
た
場
合
と
同
等
の
屋
内
環
境
が
保
持
さ
れ
る

よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
極
力
環
境
基
準
の
速
や
か
な
達
成
を
期
す
る
も
の
と
す
る
旨
が
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

防
衛
省
と
し
て
は
、
現
在
、
告
示
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
環
境
基
準
が
達
成
さ
れ
た
場
合
と
同
等
の
屋
内
環
境
が
保
持
さ
れ

る
よ
う
、
住
宅
防
音
工
事
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
空
母
艦
載
機
等
の
移
駐
は
、
滑
走
路
が
沖
合
に
移
設

さ
れ
た
後
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
岩
国
飛
行
場
周
辺
の
騒
音
の
状
況
は
、
移
駐
後
に
お
い
て
も
、
一
部
の
区
域
を
除
き
、

滑
走
路
の
移
設
前
で
あ
る
現
状
よ
り
も
改
善
さ
れ
る
と
予
測
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
実
際
に
空
母
艦
載
機
等
が
岩
国
飛
行
場
に
移
駐
し
た
後
、
騒
音
度
調
査
を
行
う
な
ど
適
切
に
対
応
す
る
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考
え
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
か
ら
（
�
）
ま
で
に
つ
い
て

今
般
の
米
軍
再
編
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
（
昭
和
三
十
五

年
条
約
第
六
号
）
に
基
づ
き
、
同
条
約
の
目
的
達
成
の
た
め
に
我
が
国
に
米
軍
が
駐
留
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
抑
止
力

の
維
持
と
地
元
負
担
の
軽
減
の
観
点
か
ら
、
日
米
間
で
協
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
い
て
、
厚

木
飛
行
場
の
空
母
艦
載
機
が
岩
国
飛
行
場
に
移
駐
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
は
、
厚
木
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
騒

音
や
安
全
上
の
問
題
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
岩
国
飛
行
場
に
お
い
て
も
、
周
辺
住
民
へ
の
影
響
は
現
状
よ
り
悪
化
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
厚
木
飛
行
場
の
過
去
に
お
け
る
騒
音
と
艦
載
機
移
駐
後
の
岩
国
に
お
け
る

騒
音
を
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。

航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
は
、
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
防
衛
省
と
し
て
は
、
今
後
と
も

引
き
続
き
、
周
辺
住
民
に
対
す
る
騒
音
の
影
響
を
最
小
限
と
す
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

�
の
（
�
）
の
イ
に
つ
い
て

防
衛
省
と
し
て
は
、
滑
走
路
の
沖
合
移
設
に
伴
い
飛
行
経
路
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
等
に
よ
り
、
岩
国
市
東
地
区
に
お
い
て
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は
、
現
状
の
七
十
五
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
以
上
か
ら
七
十
五
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
未
満
に
軽
減
さ
れ
る
区
域
が
あ
る
一
方
で
、
同
地
区

の
一
部
に
お
い
て
は
、
現
状
の
七
十
五
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
未
満
か
ら
七
十
五
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
以
上
に
増
加
す
る
と
予
測
し
て
い

る
。
御
指
摘
の
安
倍
前
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言
及
び
同
地
区
で
実
施
し
た
住
民
説
明
会
に
お
け
る
説
明
も
、
こ
の
趣
旨
を
述

べ
た
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
と
し
て
は
、
実
際
に
空
母
艦
載
機
等
の
移
駐
後
、
騒
音
度
調
査
を
実
施
し
、
適
切
に
対
応
す
る
考

え
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
の
ロ
及
び
ハ
に
つ
い
て

空
母
艦
載
機
等
の
移
駐
後
の
岩
国
飛
行
場
の
飛
行
経
路
に
つ
い
て
は
、
岩
国
沖
合
移
設
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
書
作

成
の
際
に
想
定
し
た
飛
行
経
路
と
同
様
の
も
の
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
日
米
間
で
確
認
し
て
い
る
。

こ
の
飛
行
経
路
は
、
あ
く
ま
で
標
準
的
な
も
の
で
あ
り
、
住
民
説
明
会
資
料
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
飛
行
経
路
の
ば
ら

つ
き
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
の
ニ
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
再
編
後
の
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
コ
ン
タ
ー
と
現
状
の
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
コ
ン
タ
ー
と
の
比
較
（
増
減
部
分
）
」
に
お

一
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い
て
は
、
騒
音
が
減
少
す
る
と
予
測
し
た
部
分
を
青
色
で
、
騒
音
が
増
加
す
る
と
予
測
し
た
部
分
を
赤
色
で
そ
れ
ぞ
れ
表
示

し
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
第
一
種
区
域
の
減
少
（
一
、
六
〇
〇
ｈ
ａ
→
五
〇
〇
ｈ
ａ
）
」
に
お
い
て
も
、
新
た
に
七
十
五
Ｗ

Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
以
上
に
な
る
と
予
測
し
た
区
域
を
赤
色
で
表
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
の
ホ
及
び
ヘ
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
各
種
コ
ン
タ
ー
」
と
は
住
民
説
明
会
資
料
に
お
け
る
各
コ
ン
タ
ー
を
指
す
と
考
え
る
が
、
住
民
説
明
会
資
料

は
、
空
母
艦
載
機
の
移
駐
等
に
伴
う
岩
国
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
の
状
況
の
変
化
を
分
か
り
や
す
く
地
元
の
住

民
に
説
明
す
る
た
め
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
予
測
コ
ン
タ
ー
と
し
て
十
分
な
精
度
を
持
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

住
民
説
明
会
資
料
は
、
本
年
二
月
に
岩
国
市
で
行
わ
れ
た
住
民
説
明
会
等
の
際
に
配
布
す
る
な
ど
、
住
民
へ
の
周
知
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
元
の
要
望
に
こ
た
え
る
た
め
、
地
区
別
に
拡
大
し
た
資
料
を
も
作
成
し
て
既
に
説
明
す
る
な

ど
、
政
府
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
い
資
料
に
よ
り
説
明
す
る
よ
う
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
五
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
単
位
の
コ
ン
タ
ー
の
提
示
等
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
岩
国
市
の
意
見
も
踏
ま
え
つ
つ
対
応
を
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

一
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航
空
機
騒
音
等
の
岩
国
飛
行
場
周
辺
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
米
側
に
配
慮
を
申
し
入
れ
る
と
と
も
に
、
米
側
と
し
て
も
、

空
母
艦
載
機
等
の
移
駐
後
に
お
け
る
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
岩
国
沖
合
移
設
事
業
が
、
運
用
上
、
安
全
上
及
び
騒
音
上
の
問

題
を
解
決
し
、
米
軍
の
駐
留
を
円
滑
に
す
る
こ
と
等
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
周
辺
住
民
へ
の
航
空
機
騒

音
の
影
響
を
考
慮
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

空
母
艦
載
機
等
の
移
駐
は
、
滑
走
路
が
沖
合
に
移
設
さ
れ
た
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
移
駐
後
に
お
い
て
も
、
総
じ
て
騒
音

の
状
況
は
現
状
よ
り
も
改
善
さ
れ
る
と
予
測
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
安
倍
前
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言
は
、
こ
の
趣
旨
を
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
と
し
て
は
、
実
際
に
空
母
艦
載
機
等
の
移
駐
後
、
騒
音
度
調
査
を
実
施
し
、
適
切
に
対
応
す
る
考

え
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

一
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岩
国
飛
行
場
に
移
駐
す
る
予
定
で
あ
る
空
母
艦
載
機
の
機
種
ご
と
の
機
数
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ａ
一
八
が
四
十
九
機
、
Ｅ
Ａ

六
Ｂ
が
四
機
、
Ｅ
二
Ｃ
が
四
機
、
Ｃ
二
が
二
機
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

厚
木
飛
行
場
か
ら
岩
国
飛
行
場
に
移
駐
す
る
予
定
で
あ
る
第
五
空
母
航
空
団
の
編
成
は
、
原
子
力
空
母
へ
の
交
代
に
伴
う

変
更
の
予
定
が
な
い
こ
と
を
米
側
か
ら
確
認
し
て
い
る
。

�
の
（
�
）
及
び
（
��
）
に
つ
い
て

米
軍
に
お
い
て
配
備
さ
れ
る
装
備
に
つ
い
て
は
、
安
全
保
障
環
境
の
変
化
や
科
学
技
術
の
進
展
等
に
よ
り
変
化
し
得
る
も

の
で
あ
り
、
将
来
に
つ
い
て
確
た
る
こ
と
を
申
し
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
と
し
て
は
、
今
後

と
も
引
き
続
き
、
飛
行
場
周
辺
等
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
自
動
測
定
調
査
や
騒
音
度
調
査
の
実
施
に
よ
り
騒
音
の
状
況
を
適

切
に
把
握
し
、
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

�
の
（
��
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
音
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
四
倍
に
な
る
と
、
騒
音
レ
ベ
ル
は
約
六
デ
シ
ベ

ル
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
条
件
が
同
一
で
あ
る
場
合
、
音
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
四
倍
に
な
る
と
、
Ｗ
Ｅ
Ｃ
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Ｐ
Ｎ
Ｌ
も
約
六
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
。

�
の
（
��
）
に
つ
い
て

米
軍
の
米
国
内
に
お
け
る
飛
行
訓
練
の
在
り
方
や
米
国
に
お
け
る
米
軍
の
航
空
機
騒
音
に
係
る
基
準
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

政
府
と
し
て
承
知
し
て
い
な
い
。
日
米
両
国
の
航
空
機
騒
音
に
係
る
基
準
等
に
つ
い
て
は
、
日
米
両
国
で
は
、
地
理
的
条
件

等
様
々
な
状
況
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
米
軍
の
各
施
設
及
び

区
域
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
関
し
て
は
、
日
米
双
方
に
お
い
て
、
当
該
施
設
及
び
区
域
の
状
況
に
即
し
、
航
空
機
騒

音
の
軽
減
に
つ
い
て
で
き
る
限
り
の
措
置
が
引
き
続
き
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

�
の
（
�
）
か
ら
（
�
）
ま
で
に
つ
い
て

防
衛
省
が
助
成
の
措
置
を
採
っ
て
い
る
住
宅
防
音
工
事
は
、
告
示
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
屋
内
の
環
境
を
六
十
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ

Ｌ
以
下
に
低
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
屋
外
の
騒
音
状
況
に
応
じ
技
術
的
に
十
分
検
討
の
上
定
め
た
工
法
（
以
下
「
防

音
工
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
必
要
な
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

防
衛
省
が
防
音
工
事
実
施
済
み
の
住
宅
で
実
施
し
た
調
査
に
お
い
て
、
八
十
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
以
上
の
区
域
に
所
在
す
る
住

宅
に
お
い
て
は
二
十
五
デ
シ
ベ
ル
、
七
十
五
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
以
上
八
十
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
未
満
の
区
域
に
所
在
す
る
住
宅
に
お

一
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い
て
は
二
十
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
防
音
量
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の
桂
町
二
丁
目
に
つ
い
て
は
、
屋
外

の
騒
音
状
況
が
八
十
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
以
上
八
十
五
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
未
満
の
区
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
十
五
デ
シ
ベ
ル
以
上

の
防
音
量
を
得
る
た
め
の
所
要
の
防
音
工
事
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
屋
内
の

環
境
が
六
十
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
以
下
に
低
減
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

住
宅
防
音
工
事
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
防
音
工
法
に
基
づ
き
設
計
さ
れ
、
そ
の
設
計
に
基
づ
き
施
工
が
行
わ
れ
て
お
り
、

工
事
完
了
後
に
お
い
て
は
、
完
了
確
認
を
行
う
な
ど
そ
の
施
工
状
況
を
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
防
音
工
法
で
施
工

す
れ
ば
所
要
の
防
音
量
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
に
お
い
て
改
め
て
点
検
を
行
う
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

防
衛
省
に
お
い
て
は
、
住
宅
防
音
工
事
に
よ
り
設
置
し
た
空
気
調
和
機
器
の
使
用
に
伴
う
夏
場
の
電
気
料
金
が
生
活
保
護

法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
護
者
（
以
下
「
被
保
護
者
」
と
い
う
。
）
に

と
っ
て
過
大
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
所
要
の
屋
内
環
境
の
保
持
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
被
保
護

者
に
対
し
、
当
該
電
気
料
金
等
に
つ
い
て
助
成
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
段
階
に
お
い
て
被
保
護
者
以
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外
の
者
に
対
し
て
助
成
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
空
気
調
和
機
器
設
置
後
十
年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化
等
に
よ
り
そ
の
機
能
の
全
部
又
は
一
部
を
保
持
し
て
い
な
い

機
器
に
つ
い
て
は
、
所
要
の
屋
内
環
境
の
保
持
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
被
保
護
者
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
そ
の
取
替
え
工

事
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
助
成
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
被
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
家
計
状
況
に
か

ん
が
み
、
当
該
経
費
の
全
額
を
国
庫
補
助
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
被
保
護
者
以
外
の
者
に
つ
い
て
は
、
再
補
助
で
あ

る
こ
と
等
を
勘
案
し
、
当
該
経
費
の
一
割
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
早
期
に
な
さ
れ
る
べ
く
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
下

で
は
あ
る
が
、
今
後
と
も
、
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
新
築
工
事
の
段
階
か
ら
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
環
境
整
備
法
第
四
条
の
規
定
に
基

づ
く
住
宅
防
音
工
事
に
つ
い
て
は
、
第
一
種
区
域
に
当
該
指
定
の
際
現
に
所
在
す
る
住
宅
を
対
象
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
当
該
指
定
後
に
新
た
に
建
設
さ
れ
る
住
宅
に
つ
い
て
は
そ
の
対
象
と
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
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他
方
、
第
一
種
区
域
の
指
定
の
際
現
に
所
在
す
る
住
宅
が
老
朽
化
等
の
理
由
で
建
て
替
え
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
建
替

え
前
の
住
宅
と
建
替
え
後
の
住
宅
と
の
間
に
代
替
性
、
継
続
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
住
宅
防
音
工
事
の
助
成
の
対
象

と
し
得
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

本
年
二
月
に
岩
国
市
の
各
地
区
で
行
わ
れ
た
住
民
説
明
会
に
お
い
て
は
、
政
府
と
し
て
、
直
接
住
民
に
説
明
す
る
機
会
を

い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
米
軍
再
編
の
意
義
や
必
要
性
、
空
母
艦
載
機
の
移
駐
等
の
内
容
と
と
も
に
、
騒
音
や
事
故
等
の
影

響
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
よ
う
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
住
民
の
方
々
か
ら
も
様
々
な
質
問
や
意
見
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
も
、
で
き
る
限
り
、
適

切
な
回
答
を
行
う
よ
う
努
力
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
本
年
二
月
に
行
っ
た
十
六
回
に
わ
た
る
岩
国
市
の
各
地
区
別
の
住
民
説
明
会
の
ほ
か
に
も
、
岩
国
市
か

ら
の
質
問
へ
の
回
答
や
、
岩
国
市
議
会
全
員
協
議
会
に
お
け
る
説
明
、
川
下
自
治
会
や
東
自
治
会
を
始
め
と
す
る
各
地
区
自

治
会
や
商
工
会
議
所
、
漁
業
協
同
組
合
に
対
す
る
説
明
等
、
累
次
に
わ
た
り
、
で
き
る
限
り
の
説
明
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
今
後
と
も
、
米
軍
再
編
に
対
す
る
岩
国
市
の
方
々
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
考
え
で
あ
る
。
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�
の
（
�
）
に
つ
い
て

住
民
説
明
会
資
料
に
お
け
る
各
コ
ン
タ
ー
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
実
際
に
厚
木
飛
行
場
周
辺
で
測
定
し
た
デ
ー
タ
や
厚

木
飛
行
場
の
管
制
回
数
の
実
績
等
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厚
木
飛
行
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
Ｎ
Ｌ
Ｐ
を
含
む
Ｆ
Ｃ

Ｌ
Ｐ
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

住
民
説
明
会
資
料
に
お
け
る
各
コ
ン
タ
ー
は
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
く
空
母
艦
載
機
の
移
駐
等
に
伴
う
岩
国
飛
行
場
周

辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
の
影
響
に
つ
い
て
、
状
況
の
変
化
を
予
測
し
、
地
元
の
方
々
に
説
明
す
る
た
め
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
り
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
現
時
点
で
、
空
母
艦
載
機
の
移
駐
等
の
内
容
に
つ
い
て
変
更
が
あ
る
と
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
�
の

（
�
）
及
び
（
�
�
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
に
、
将
来
に
つ
い
て
確
た
る
こ
と
を
申
し
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

住
民
説
明
会
資
料
の
作
成
に
当
た
り
、
空
母
艦
載
機
等
の
移
駐
後
の
岩
国
飛
行
場
の
飛
行
経
路
に
つ
い
て
は
、
岩
国
沖
合

移
設
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
書
作
成
の
際
に
想
定
し
た
飛
行
経
路
と
同
様
の
も
の
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
を
日
米
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間
で
確
認
し
て
い
る
。

こ
の
飛
行
経
路
は
、
あ
く
ま
で
標
準
的
な
も
の
で
あ
り
、
緊
急
時
や
気
象
条
件
等
に
よ
り
安
全
性
を
確
保
す
る
場
合
等
に

お
い
て
は
、
市
街
地
の
上
空
を
飛
行
す
る
場
合
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
と
し
て
は
、
米
側
に
対
し
、
訓
練
に
際
し
て
は
、
岩
国
飛
行
場
周
辺
等
の
住
民
へ
の
騒
音
面
や
安

全
面
に
お
け
る
影
響
に
最
大
限
の
配
慮
を
行
う
よ
う
申
し
入
れ
て
き
て
お
り
、
今
後
と
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
米
側
に
対

し
て
申
し
入
れ
て
ま
い
り
た
い
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

空
母
艦
載
機
の
岩
国
飛
行
場
移
駐
後
の
運
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
米
側
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

今
般
の
空
母
艦
載
機
の
岩
国
飛
行
場
へ
の
移
駐
等
に
関
す
る
説
明
に
当
た
っ
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
米
側
に
確
認
し
た

内
容
や
運
用
の
実
態
を
踏
ま
え
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

一
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一
般
国
際
法
上
、
駐
留
を
認
め
ら
れ
た
外
国
軍
隊
に
は
特
別
の
取
決
め
が
な
い
限
り
接
受
国
の
法
令
は
適
用
さ
れ
ず
、
こ

の
こ
と
は
、
我
が
国
に
駐
留
す
る
米
軍
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
外
国
軍
隊
が
接
受
国
の
法

令
を
尊
重
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
当
該
軍
隊
を
派
遣
し
て
い
る
国
の
一
般
国
際
法
上
の
義
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

米
国
も
こ
の
尊
重
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
米
軍
並
び
に
米
軍
の
施
設
及
び
区
域
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
に

関
し
て
は
、
引
き
続
き
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び

区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
七
号
）
の
運
用
の
改
善
等
に

よ
り
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

�
の
（
��
）
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
防
衛
施
設
の
安
定
的
な
使
用
に
当
た
っ
て
は
、
周
辺
地
域
住
民
等
の
理
解
と
協
力
が
重
要
な
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

岩
国
飛
行
場
に
関
し
て
は
、
政
府
と
し
て
、
環
境
整
備
法
に
基
づ
き
障
害
防
止
工
事
や
住
宅
防
音
工
事
の
助
成
、
民
生
安

定
施
設
の
助
成
、
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
の
交
付
等
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
米
軍
が
使
用

す
る
土
地
、
建
物
等
の
固
定
資
産
に
対
し
て
は
、
国
有
提
供
施
設
等
所
在
市
町
村
助
成
交
付
金
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

二
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二
年
法
律
第
百
四
号
）
に
基
づ
く
交
付
金
の
交
付
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
関
係
法
令

に
基
づ
き
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
る
考
え
で
あ
る
。

�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
厳
守
す
べ
き
担
保
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
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